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論文 調査委員 教 授 四手井綱英 教 授 西 川 義 正 教 授 滝 本 敦
論 文 内 容 の 要 旨
樹木花粉の貯蔵に関する研究は, 花粉の生理的特質の解明のため, さらに応用的には開花期の異なる地
方の種内交雑や, 開花期の異なる種間交雑育種にも必要である｡
本論文は主として超低温条件 (液体窒素 -196oC)下での樹木花粉の長期貯蔵について, その基礎とな
る生理的諸問題の解明を行なったものである｡
得られた成果の概要は次のとおりである｡















場合, ち.花粉内容物に破壊的損傷を生じ, 大きな空胞を生じる場合, C.機械的損傷はあまり認められ
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いた結果, 通常の交配試験結果と同様の結実と稔性を示し, 播種 ･育成した幼苗も全く正常であった｡













その他, 超低温貯蔵花粉の加温条件や, 花粉の凍害の発生機構, 凍害の発生形態などについても詳細に
考察している｡
またこれらの成果を応用し, スギ, カラマツ, マツ属の5カ年にわたる長期超低温貯蔵を実行し, 得ら
れた貯蔵花粉を用いて, 交配を行ない, その種子および苗木が正常であることも実証している｡
このように本研究は樹木花粉の長期貯蔵に閑し, 基礎的 ･応厘的に新しい道をひらいたものであって,
林木生理学や林木育種の分野に貢献するところがきわめて大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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